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・低コストな鉄、アルミ、銅、マグネシウム等の数nm金属ナノ粒子の調製

・レーザー光での焼成による各種電気電子回路や素子の高速作成

・銀や金以外に酸化のため従来困難であった鉄、アルミ、銅、マグネシウム等の各種金属ナノ粒

子を高繰返しパルスレーザーを用いた液相レーザーアブレーション法で短時間・低コストで調製

・ホットプレート等の加熱装置と異なりレーザー光により選択的かつ短時間で焼成

・金属ナノ粒子が数nmと小さく融点温度が低いため数W低出力パワーのレーザー光で焼成

レーザーでの還元ナノ金属板の高速焼成
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現在、リソグラフィープロセスを用いずに金属

インクやペーストを基板に塗布し低温焼成する

ことで低コストかつ短時間に電気電子回路を作

成するプリンテッドエレクトロ二クスや金属材料

を自由造形する３Dプリンターの技術が注目さ

れている。製造における低コスト実現のため、

多種類の金属材料の利用や低焼成温度化が

求められている。

我々は、酸化のため従来困難であった鉄、ア

ルミ、銅、マグネシウム等の数nmサイズの金属

ナノ粒子を高繰返しパルスレーザーを用いた液

相レーザーアブレーション法で調製、その金属

ナノ粒子をペースト化し、１ミクロン近赤外線出

力のYbファイバレーザーで焼成することで各種

電気電子回路や素子に適した低抵抗率な金属

板の試作に成功した。

焼成金属１例

銅ナノ金属板*)

（幅6mmX長さ12mm
X厚さ50μm）

* )結晶サイズが数nmで

あるため外観は銀白色

レーザー焼成装置
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